


































   問題解決：「実験･調査をいまのやり⽅で進めるのに不安がある…。これまでうまくいっ
た例はあるのかな？」 
   流⾏の把握：「⾃分が気になるテーマで、いまどんな話題がホットなのだろう？」 
 ★今回調べる内容は、 
「Ⅱの 11 テーマに沿って、〈よい⾷〉を考えるための参考資料リストを作る」 
 
②When? 調査を終える条件を決める 
 例）達成度で決める：「A というテーマを扱っている論⽂を 10 本⾒つけたら終わりにする」 
   時間で決める：「合計 6 時間調査したら終わりにする」 
   データベースで決める：「岩波新書で刊⾏されている⽂献を調べたら終わりにする」 
★今回の終了条件は、 




  インターネットで探す：「最新のニュース記事などを読みたいときに便利」 







































































 Barnhill, Anne, Mark Budolfson, and Tyler Doggett. Food, Ethics, and Society: An Introductory Text with 
Readings. Oxford University Press, 2016. 
 Haslanger,Sally, Good Food: Ethics and Politics of Food,:MIT Open Course Ware, 2017, 
https://ocw.mit.edu/courses/linguistics-and-philosophy/24-03-good-food-ethics-and-politics-of-food-s






 書籍や記事のタイトル 出版年 該当する 
テーマ番号
備忘 
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   適するものに○をつけてください。 
      ① 薄く感じた        ② 濃く感じた 
２．識別した味の、コップ番号を以下の表に記入してください。 











ショ糖 4.00g/L 本 
食塩 1.30g/L 本 
酒石酸 0.05g/L 本 
水 ２本 
   ※色はすべて無色透明です。一般の人の識別率は、それぞれの味につき 60～70％です。 
① コップに、『提示された 3 桁の番号５種類』、『水』を記入する。 



















   調査対象：「洛北⾼校と、あと 2 つの⾼校で調査をできるだろうか？」 
   調査⽅法：「紙に記⼊してもらうか、Google フォームなどを使うか…」 
   調査項⽬：「関⼼を持っている国や地域と、その理由、⾏ってみたいかを調べよう」 
★今回の調査内容は、 





   質問の取捨選択：「5 分ほどで答えてもらいたいので、選択式の質問は 4 つまで？」 










 例）データを⼊⼒する：「Excel を使うと集計が便利」 







































Ajzen, I. (1991) The theory of planned behavior. Organizational Behavior and Human Decision 



































記のように 1 に○をつけます。 
 
良い：___①___：___2___：___3___：___4___：___5___：___6___：___7___：悪い 
非常に  かなり  わずかに      わずかに かなり  非常に 
 
【回答時間の目安】 









                                           
 
 
                                           
 
 




































































   構造化／半構造化：「事前にどれくらい質問を考えていくと良いだろうか？」 



















































7 4,5,6 をくり返す  


















調査者              
 
記⼊⽇              
 
















































































































































































サイエンスⅠ環境 セレンディピティセミナー 発表用シート                       
























































非常に  かなり  わずかに      わずかに かなり  非常に 
 
【回答時間の目安】 






1.文献調査                 2.自然科学実験 
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サイエンスⅠ自己評価シート             組   番   班  氏名                                
日付 観点 評価 コメント 検印 
4/25 
意欲・態度  




















  コミュニケーション  
情報活用  
6/20 
























































物品名 個数・量 物品名 個数・量 
例）ビーカー（50ｍL） 3 個   
    
    
    
    
    











































































  例）井上（2017）によると、○○は---------とあるが、本研究では△△であると考える． 
   著者名（発行年）    引用内容 
  例）本研究以前にも、○○は---------という報告がなされている（井上,2017）． 















   １．実験（調査）データの解釈，意味付けを行う 
   ２．そこから論理的に導かれる結論はどのようなものかを論じる 























弧中新統が記録するもの，地質学雑誌，127 巻，7 号，P471-489 
・書籍の場合 
 著者名（発行年），タイトル，発行元（出版社名） 
 例）カラーアトラス獣医解剖学編集委員会（2008），カラーアトラス獣医解剖学，緑書房 
参考文献
・東北大学，2018.5.24，自然科学総合実験，http://jikken.ihe.tohoku.ac.jp/index.html，2018.11.1
・酒井聡樹（2013），これから研究を始める高校生と指導教員のために，共立出版株式会社
・ 小泉治彦（2015），理科課題研究ガイドブック第３版～どうやって進めるか、どうやってまとめるか～，
千葉大学先進化学センター
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